
振替可能削減量振替申請書（記入例）

振替元

振替先

クレジットの流れ

口座番号は、指定管理口座であれば、110-100-000000000000●●●-00を、
一般管理口座であれば、110-110-000000000000○○○-00を記載する。
管理口座の種類は、指定又は一般を記載する。
指定管理口座の場合は、事業所の名称、事業所の所在地、事業所番号を記載する。

口座番号は、指定管理口座であれば、110-100-000000000000●●●-00を、
一般管理口座であれば、110-110-000000000000○○○-00を記載する。
管理口座の種類は、「指定」又は「一般」を記載する。
一般管理口座の場合、口座名義人の氏名又は名称は、法人名を記載する。
指定管理口座の場合、口座に係る大規模事業所の情報は、事業所の名称、事業所
の所在地、事業所番号を記載する。

申請年月日を記載する。
郵送の場合は、発送日を記載する。

申請者の情報を記載する。
住所：本店の所在地
氏名：法人名

代表者役職 氏名

代表者印を押印する。
原則は、印鑑証明書の印と同じ印を使用する。
使用印鑑届が提出されている場合は、使用印でも可。

振替の原因となった事由は、振替の理由を記載する。

振替希望日は、希望がある場合に、申請から10開庁日後以降で記載する。
（希望がない場合は「最短日」と記載ください。）
※申請の混雑具合や書類の補正にかかる期間により、
振替希望日を超える場合がございます。

振替可能削減量に係る情報は、種類、振替の数量を記載する。
識別番号は、指定する場合のみ記載し、振替の数量の記載は不要。
※識別番号の記載がない場合は、識別番号の小さいものから移転される。

１単位当たりの取引価格は、取引価格を記載する。（空白でも可）
※自社間の移転等で取引価格が発生しないものは、空白（または０円）
とする。



振替可能削減量等の管理を行う部署の連絡先を記載する。
（会社名、郵便番号、管理部署住所、所属名、担当者名、電話番号、
ファックス番号、E-mailアドレス）
管理口座の情報について、公表有の場合、公表される。

添付書類は、該当するものに○を付ける。


